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温泉パワーで夏休みの最後を飾る
　宮浜グラウンドゴルフ場で、８
月２５日宮浜温泉まつりが開催され
ました。中央の広場ではまつり恒
例の「第１２回温泉旅館まくら投げ
世界選手権」が行われ、参加者は
腕を競い合いました。ステージで
はバンド演奏や大野郷土芸能の烏
神太鼓などが披露されました。
　訪れた人は夏の最後のまつりを
思い思いに楽しみました。
　宮浜温泉は来年開湯５０周年を迎
えます。

中学生と市長のふれあいトーク若い感性で市長へまちづくりの提案
　８月２４日、中学生と市長のふれ
あいトークを廿日市市役所で開催し
ました。参加した学校は１１校。各学
校を代表し、１１名が参加しました。
　中学生と市長のふれあいトークは、
中学生が考えるまちづくりの提案を
元に、市長が市の考えの説明や、
提案をまちづくりに反映するために対
話をするものです。
　各中学校の生徒は市長に廿日市
のまちづくりのアイデアを発表。市内
のあいさつ運動や、ごみの分別、観
光など、さまざまな分野で意見が出
されました。中には市内のスポーツ
施設や路線バスについてなど、市政
への関心が伺えました。
　市長は「将来を担う皆さんと一緒
に、明るいまちづくりをしていきたい。
『はつかいち』に愛着と誇りを持って、
大きく成長してほしいです」と話しま
した。

写真１　市長に提案する山陽女学園中等部３年生の竹
田萌華さん。観光に関する提案を市長に発表しました。
写真２　中学生の提案に答える市長。　写真３　ふれ
あいトークは今年で１６回目。過去には中学生の意見か
ら実現した事業もあります。
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ミヤジマトンボエコ観察会興味深々、ミヤジマトンボを観察
　８月２０日、昨年７月にラムサー
ル条約に登録された宮島島内の湿地
で、ミヤジマトンボのエコ観察会が
行われました。
　参加したのは宮園小学校の児童
２１人。まず、参加者は宮園市民セ
ンターで、宮島の歴史やミヤジマ
トンボの生態について学び、昼食
後、いよいよ湿地へ移動。ぬかる
む足元に気をつけながら、実際に
湿地を飛ぶミヤジマトンボを観察
しました。

写真はミヤジマトンボの生態や特徴について学ぶ宮園小学校の児童。ミヤジマトンボとよく似たシオカラトンボとの違いや生態について学びました。

宮浜温泉まつりMy Town Topics　―まちのわだい―　まちの旬な話題を提供します

広報はつかいち19 2013.10.1

My Town Topics　―まちのわだい―　まちの旬な話題を提供します宮島水族館２周年記念イベントさかなクンのおさかな講座で楽しく学ぶ
　２周年を迎えた宮島水族館では、
「セカンドアニバーサリーフェスタ」の
イベントとして、８月２５日「さかなク
ンのおさかな講座」を開催しました。
　１日名誉館長を務めたさかなク 
ン。海の生きものの生態や、環境
のお話など、イラストを交えながら、
楽しくわかりやすく紹介。講座の中
で「このお魚はなんでこんな形をし
ているのだろうと、疑問を持って見
ると面白いですね」と話していまし
た。

質問に応えてくれた人には、講座の中でさかな
クンが書いたイラストをサイン入りでプレゼン
トされました。

嚴島神社　玉取祭幸運の宝珠を嚴島神社海上で約５０人が争奪戦
　８月２５日、嚴島神社に約４００年
前から伝わる「玉取祭」が大鳥居
の前で行われ、地元の男性約５０人
が、幸運を授かるとされる宝珠を
奪い合いました。
　宝珠を載せた台座がつるされて
いるのは、海上に作られた高さ約
７．５斡のやぐら。上下左右に揺れ動
く台座に対して、参加者は協力し
て足場をつくり身軽な者がジャン
プ。その様子に、観客からは大き
な歓声が上がりました。

今年の「福男」となったのは、宝珠を海に落とし
た一丸京平さんと、宝珠を注進所へ運んだ竹内基
浩さんのお二人です。

宮島水族館夏休み自由研究おたすけ企画宮島水族館で、「かき」のことを学んだよ
　８月２４日、宮島水族館で夏休み
自由研究おたすけ企画として、漁
師さんから学ぼう「カキ養殖のお
話～おいしいカキができるまで～」
が開催されました。
　この企画は、市民の皆さんに漁
業に親しんでもらおうと、大野漁
業協同組合のかき生産者が協力し
て開かれたものです。
　宮島水族館では、こうした漁業
の現場と連携した取り組みを続け
ていく予定です。

参加者は、初めて見るカキの赤ちゃんに驚きの
声を上げたり、漁師さんに熱心に質問したりし
ていました。

厳島港宮島口地区港湾整備事業起工式世界遺産の玄関口、港湾施設の充実へ
　９月８日、厳島港宮島口地区港
湾整備事業の起工式が桟橋に停泊し
たフェリー内で行われました。宮島口
の港湾事業は護岸などの老朽化対策
や旅客ターミナルの機能充実のため、
約１haの埋め立てを行います。
　市長は「市制施行２５周年の節目
に重要な港湾整備を行うことができ、
ご助力いただいた方 に々感謝します」
と話しました。
　工事は９月から始まり、平成３１年
度の完成を目指します。

写真は式典で行われた鍬入れを行う広島県湯崎知
事（左から３人目）と眞野市長（左から４人目）。
掛け声とともに、勢いよく鍬が振り下ろされました。

　二百廿日豊年市民祭が９月１４日、
中央市民センター、はつかいち本
通り、駅通りで開催されました。
この祭りは二百十日の厄日を無事
過ごし、豊年を喜ぶ感謝の意味で
行われています。
　通りにはたくさんの露店が並び、
多くの人でにぎわいました。中央市
民センターでは中国醸造の木やりに
よる鏡開きや、豊年踊りが披露され、
通りでは俵みこしや鬼の面をつけた
「はな」が練り歩きました。

秋を告げ、豊作を祝う二百廿日豊年市民祭

写真１　威勢の良い掛け声とともに担がれる俵み
こし。写真２・６　露店が立ち並ぶはつかいち本通
りと駅通りは多くの人でにぎわいました。写真３・４　通りを練り歩く「はな」が祭りを盛り上げま
した。写真５　原子供亥の子舞子連中による神楽
舞。写真７　中国醸造の木やりによる鏡開き。鏡
開きの後には、来場した人にお酒が振舞われました。
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